
　
　
　
　
　
ワ

ッ

ツ

論

〔
シ
モ
ン
ヅ
著
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢

代

幸

雄
　
　
抄
譯

ワ

ッ
ツ
は
其

全
生
涯
を
通
じ

て
眞

理

の
探

究
者

で
あ

つ
た
、
ニ

ユ
ー

ガ
ラ

リ

ー

に
出

せ
る
風
景
畫

を
見

る
と
、
八
十

三

の
高

齢
で
あ

り
な

が
ら
、
尚

其
態

度

は
依
然

た

る
も

の
で
あ

る
。
彼

の
畫

風

は
、
實

に
古

今
稀

に
見

る

完

全

の
域

に
達

し
、
其

風
景
畫

の
如

き
は
、
非
常

な
細

心
な
注
意

を
以

て

畫
か
れ
、
自
然
模
寫

の
上

に
未
曾

有

の
作

品
を
殘

し
て

ゐ
る
。
彼

が
初
期

の
作

品
は
極

め
て
枯
淡

な

る
も

の
で
あ

つ
て
、
所
謂

ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
其
儘

で
あ

つ
た
、
そ

し
て
他

の
畫
家

の
作

に
於

て
、
渾

然

と
し
て
焔

の
如

く
雲

の
如

く
霧

の
如
く
、
物
質

を
生
動
せ
し

め
ず

ん
は
止
ま
ざ

る
底

の
繪
畫

堆

か
き
間

に
在
て
、
彼

の
作
を

見
る
と
半
裸
體

の
人
物

が
畫

室

に
蹲

る
所
、

し
か
も
其
人
物

さ

へ
も
藻
抜

の
殻

の
、
精
神

の
無

い
や
う
な
滿

ら
ぬ
も

の

て
あ

つ
た
、
併

し
彼

が
觀

察

は
漸

次
物
象

の
微

に
入
り
始

め
た

が
、
容
易

に
滿

足
す

べ
き
域

に
は
到

ら
な
か

つ
た
。
『
惡
魔

』
の
姿

等
は
、
單

に
知
力

に
衿

る
惡

相
を
現

は
す
の

み
で

、
身
振

な
ど

に
多
少

の
生
氣

は
認
め
る
や

う
な

も

の
ゝ

、
美

の
觀

念

に
至

つ
て
は
、
全
く
見

る

べ
か
ら

ざ

る
も

の
で

あ

つ
た
。
最

も
其
肖

像

に
於

け
る
眞

面
目
な
苦

心
は

、
彼

が
強
き
意
志
―

―
技

術

の
不
熟
練

に
打

捷

ち
、
神

秘
を

顯

は
さ
ぬ

モ
デ

ル
を
氣
壓

す

る
に

足

る
意
志
―
―

を
表

明
す

る

こ
と
、
見

る
人
を

し
て
覺

え
ず
彼

に
信
用
を

置

か
し
め
た
、
而

し

て
彼

の
肖

像
畫

は
、
輪
廓

の
堅

固
、

マ
子
ー

の
筆

を

思
は
し

む
べ
き
色
彩

の
印
象

頗

る

明
確

に

種

々

な

る
感
情

の
發

現

と
共

に
、
手
法

は
益

々
微
細

に
及

ん
で

、
漸

次
智
力
意

志
慾
望
迄
を

も
現
は
れ

來

り
、
形
體

の
上

に
溌
溂

た
る
風
姿

を
生

じ
來
つ

た

、

又
描
寫

の
實
力

が

増
し
て
、
精
紳
美
を

も
表
現

し
來

つ
た
の
で

あ

る
。

ワ
ッ

ツ
の
視
覺

に
、
彼

が
道
徳
的
觀

念

に
伴

ふ
こ
と
は
、
普
通

の
畫

家
―

―
眞

に
繪
畫

智
識

を
有

す

る
畫

家

に
比
し
て
非
常

に
多

く
、
其

眼

に
映

る

處
は
、
高
尚

で

あ
る
、
淑

や
か
で
あ
る
、
冷
靜

で
あ
る
。
彼

に
驢

馬

の
頭

を
畫

い
た

一
小
畫

が
あ

る
、
驢

馬

と

い

へ
ば
人

は
そ
れ
を
輕
蔑
す

る
も

の

で

あ
る
、
そ
れ
を
彼

は
何
等
嘲
弄

的
態

度
も
な
く

、
單

純
な

る
感
情

の
下

に
寫

し

て
あ

る
、

こ
れ
を

見

て
も
、
彼

が
想
像
力

の
極

め
て
眞
實
な

る

こ

と
が
知

れ

や
う

。

彼

は
其

比
喩

の
如
何

な
る
場
合
で

あ

つ
て
も

、
繪
畫

的
表

現

の
範
圍

を
誤

ら
ぬ

と
は
思

へ
な

い
、

即
彼

と
て
も
、
時

に
は
裏

面

の
意

味
を
過
重

し
過

ぎ

て
見

え
る
其
儘

の
忠
實

て
な

い
事

は
あ

る
樣

で
あ
る
、
然

し
兎

に
角

、

視
覺

に
感
ず

る
物
體

を
ば

、
道
徳
觀

念

の
記

號
表

現
と
思

ふ
人
、
彼

の
如

き
は
實

に
全
字
宙
を
ば
縮

め
た

一
畫
面
裡

に
感
得

し
た
と
も

い
ふ
べ
き
で

あ

つ
て
、
其
畫

面

に
は

、
卑

し
き

一
劃

も
輕

々
し
き

一
點
を
も
止

め
ぬ

の

で
あ

る
。

ワ

ツ
ツ
が
裸

禮
を
畫

く

や
、
人
體

を
以
て
此
世

の
最
神

聖
な

る
も

の
と
信

じ
、
清
浄

に
し
て
大
膽

な

る
心
を

以

て
、
奮
闘

的

に
筆

を
執

る

の
で

あ
る
、

ま
た
人

の
顔
を
畫

く
時
は

、
身
體

中

の
最
神

聖
な

る
部
分

と
信

じ
て
、
情

的

に
、
聰
明

に
、
從
順
に
、

且
直
覺

的

に
畫

く

の
で
あ

る
、
彼

の
風
景
畫

は
、
日
毎

々
々
、
朝
夕

に
、
神

の
御

手
よ
り
授

か

る
自
然

の
美
自
然

の
偉

大

に
、
醉

ふ
人

の
心
を
以

て
畫

か
れ

た
も

の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
其
作
畫

に



は
、
歡

喜

の
聲

が
溢
れ

て
ゐ
る
、
男

の
顔
も
女

の
姿

も
、
天

の
色
彩

も
地

の
形
状

も
、
單

に
光
線

の
奴
隷
で

あ

り
な

が
ら

、
美
術

的
價

値

を
得

や
う

と
す

る

の
と
は
異

な

つ
て
ゐ
る

の
で

あ

る
。

彼

の
肖
像
畫

は
、
繪
畫

と
し

て
も
隨

分
美
し
き
も

の
で
あ

る
が
、
尚

其

の

寫
さ
れ
た
人
を

了
解

せ
し
む

る
こ
と
は
、
實

際
其

人
自
身

よ
り
も
完

全
で

あ

る
。
單

に
其

品
性
ば

か
り
で

は
な

い
、
知
情
緒

の
現
は

し
方

は
尋
常

一

樣
の
も

の
で

は
な

い
、
實

に
自
然
と
眼
光

に
現
は
れ
、
常

に
閃

々
止
む

こ

と
な

き
其
意
識

の
表
顯

、
精
紳

の
神

秘
(
其
神

秘
を
説
明

せ
ん
方
法
で

は
な

い
、
)
何

と
な
く
物

言

ひ
た
げ
な

る
底

知
れ
ぬ
秘
密

を
包

め
る
ご
と
き
、
靈

魂

の
極

度

の
沈
默

を

示
す

の
で

あ

る
。
其
沈
默

中

に
存
す

る
知

の
量

の
多

き
を
悟

る
に
於

て
皆

そ
れ
ぞ
れ

特

有

の
方

法
を
持
つ

て
ゐ
る
、
而

し
て
ワ

ッ

ツ

の
選

び
た
る
點

は
、
他

の
近
世
大

名
嚇

々
た

る
諸

大
家

と
は
異
つ

て

ゐ

る
。
ホ
イ

ツ
ス
ラ
ー
は
其
確
實

な
る
美

の
科
學

の
薀
蓄

深
く
、
畫

家

の

乗

ず
ぺ

き
時
機

を
正
確

に
知

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
其
畫

く
人
物

は
、

一
手

に

長
衣

の
ボ
タ

ン
を
か
け
、

一
手
は
頓
狂

な
形

を
し

て
枕

に
よ
る
と

い
ふ
情

態

や
、
廊

下
に
確

か
り
立
つ

小
供

の
足

つ
き
や
、
さ

て
は
灰

色

の
壁

に
倚

る
老

人
老
婦

の
面
影

に
、
其
壁

の
春

秋
風
雨
永

へ
に
變

ら

ぬ
所
ま
で

も
添

へ
て
畫

く

の
で

あ

る
。
ま

た
サ
ー

ジ

エ
ン
ト

は
人
體

の
普

通

目
に
も
付

か

ぬ
所
ま
で

も
、
畫

室

の
光

に
照
ら
し
出

し
。
禮
義

と

か
羞

恥
と

か
綜

て
の

粧

を
棄

て
去

り
、
精
紳

ま
で

も
追
出

し

て
、
後

に
残

る
形
、

即
眞
な

り
と

主

張
し

て
居

る
。

マ
ネ

ー
は

此
等

よ
り

一
層
精

細
と
は
云

へ
ざ

る
も
、
畫

題
畫

趣

を
捕

る
に
は
尚

一
暦
完

全

の
域

に
達

し

て
居
る
。
生
命

を
表
は

し
、

瞬
間

を
表
は

し
、
更

に
肉
體

の
機
微

な

る
有
樣

を
も
示
す
、
此
肉
體

の
細

か
き
有
樣

こ
そ
彼

に
取
り

て
は

全
生
命

と
も
云

ふ
可
き
も

の
で

あ
る
。
是

等

の
畫

家
は
、
自
分
自
分
好

き
な
美
を

も

力
を
も
捕

ふ
事

が
出
來

や
う
、

只
ワ
ッ
ツ

の
み
は
、
何
等
焦

る
こ
と
な
く

、
平
氣

な
顔

し
て
待

て
居
る
と

云

ふ

の
は
彼

は
神

秘

の
意

味
は
解
ら
な

い
か
も
知

れ
な

い
が
、
神

秘
其
物

は

必
ず
自
分

に
來

る
と
自
信

し

て
居
た

か
ら
で

あ

る
。

彼

が
他

の
神

秘
を
得

る

の
も
、
矢
張
り

、
斯

る
方

法

に
由

つ
て
居

る
。

一

番

初

め
は
、
其
畫

く
線

は
只
細

心
と
云

ふ
丈
で

、
鋭

敏

と
は
云

へ
ぬ
し
、

又
其

色
彩

も
亦

粗
笨

で
あ

つ
た

、
彼
は
物

の
形

は

「
美

」

の
輪
廓
な

る
を

悟
り

て
、
初

め

て
線

を
眞

に
畫

く
事

を
得

、
色
彩

は

「
美

」

の
粧

な
る
を

悟

り

て
初

め
て
色

を
感
得

し
得

た

の
で
あ

つ
た

。
其

中
頃

の
作
品

は
相
當

趣

味
あ

る
も

の
だ

が
、
當
時

ワ
ッ
ツ

は
、

何

だ
が
ミ

レ
ー

ス
と
似
寄

つ
た

樣
の
畫

を

か

い
た
―
―

勿
論
其
手

法
を

云

ふ

の
て
は
な

い
―
―

恰

ど
ラ

フ

ア
ヱ
ル
前

派

の
畫

の
如

く
、

必
ず

し
も
美

し
く
な
く

て
も
よ

い
、
只
實

社

會

の
出
來

事
を
有

り

の
儘

其
儘

を
顯

し

て
居
た

の
で

あ
る
、
夫

か
ら
種

々

な
變

化

を
經

て
、
此
細

心
忠

實

の
畫

は
、
聖

書

や
、
武

士
道

物

語

類

か

ら

、
景

色

や
人
物

を
畫

い
た

も

の
と
變

り
、

更

に
遷
り

て
、

一
層
想
像
的

の
も

の
と
な
り
、

人
物

の
姿

勢

や
、
表

さ

る
ゝ

考

に
は
傳
説

や
歴
史

が
土

臺
と
な
る
有
樣

か
ら
遂

に
は
象

徴

が

殆
ど

抽

象

的

の
も

の
と
な

つ
て
來

た
。
「
ケ
ー

ン
」

や

「
イ
ブ

」

や

「
サ
イ
ケ

」
等

の
人
物

は
、
至
高

の
情

を

示

し
、
其
畫

き
表

は
す

も

の
ゝ

奥

に
、
尚

深

き
意
味

あ

り
て
、
恰

度
其
畫

の
精
紳
的
背
景

を
作

つ
て
居

る
と
も

云
へ

る
。
テ
ー
ト
畫

廓

に
あ
る

「
サ

イ

ケ
」
は
裸
體

人
物
畫

中
古

今
其
比
を
見

な

い
程
で
其
向

ふ

に
掛

け

て
あ

る
レ
イ
ト

ン

の
作

の
樣

に
単

に
美

し
き
肉
體

が
其
所

に
立

つ
て
居

る
と
云



ふ
の
で

は
な

く
、

見
れ
ば
ゾ

ク
ゾ
ク

す

る
程
懐

し
さ
が
滿

ち

て
、
意
味

の

深
遠

巧
妙

の
極
度

、
筆

や
言
葉
で

は
盡

さ
れ
な

い
の
で

あ
る

。
此
畫

や
「
愛

と
生
」
「
愛

と
死

」

の
樣

な
作
に
於

て
は
彼

は
其

の
得
意

の
頂
上

に
居

る
事

と

て
、
何
等
形
骸

と
精
神

の
矛
盾

す
る
事

な
く
象
徴

は
比
喩

を
超

へ
繪
畫

は
、

詩
文
を
越

へ
て
居

る
。

「
ワ

ッ
ツ
は
、

元
來
畫

家
で

は
な

い
、
寧

ろ
詩

人
だ
、
其

文
學
的

の
意
味

を
顯
す

の
は

得
意

だ

か
繪
畫

的
價

値

の
方

は
、

そ
れ
に
伴

は
な

い
」
等

と
、
賞

め
る
人
と
毀

す
人

も

よ
く
言

ふ

所

だ
、

即
繪

具

で

實
際
畫

い
た
作
其
物

よ
り

も

、
其
意
味

、
精
神

に
取
る

可
き
所

が
あ
る
と
も
言

は
れ

て
居

る
。

此
批
評
若

し
眞

な

り

せ
ば
此
位
畫

家

の
作

に
取

り

て
酷

な
言

分

は

あ

る
ま

い
、
然

れ
ど
、
全
く
偽

と
云

ふ

の
で

は
な
く

、
幾
分

の
眞

理

の
な

い
事
は
な

い
。
彼

の
初
期

の
作

品
中

に
は
斯

る

「
偽
な
象
徴

主
義

が
ほ

の

見

え
る
し

、
其
中
で

も

一
騎

士
が

名
譽

と
云

ふ
泡
沫

を
追

ふ
て
、
断
崖

に
氣

が
付

か
ず

、
前

に
居

る
老

人
を

ば

つ
き
飛
ば
し

て
、
自
分

も
將

に
下

に
落

ち
て
し
ま
う
さ
ま

を
顯

し
た
物

等

に
は
、
特

に
著

し

い
。
「
偽
な
―

象
徴

主
義
」

と
は
、
其

象
徴

、

一
瞥

見

え
透
く
樣
で

、
其

意
味

は
其
を
顯
す
方
法

と
全
く
無
關
係

に
て
、
其
畫

の

美
と

か
、
巧
と
か
は
、
其
畫

の
價

値
如

何

に
は
毫
も
干
渉

が
な

い
の
を
言

ふ

の
で

、
此
畫

に
於

て
も
、
思

想
は
其
構
圖

の
線
如
何

に
少

し
も
關

は
ら

な

い

、

全

く
餘
計

な
も

の
、

　

木

に
竹
を

つ

い
だ
も

の
ゝ
樣

　

で
あ

る
、
さ
り
な

か
ら

、
「
希

　

望

」
「
愛

と
死

」
等

に
て
は
、

　

「
サ
イ
ケ

」
や
「
イ
ブ

」等

、

　

簡
單

な

る
人
物
を
畫

い
た
も

　

の
と
同
樣
畫

あ

り

て
初
め

　

て
、
意
味
が
出

て
來

る

の
で

、

　

決

し

て
、
其

意
味

が
畫

を
作

　

り
出
し
た

の

で
は

全
く
な

　

い
。
サ

イ
ケ

の
斯
く

も
意

味

　

深
長

な

る
は
、
其

が
實

に
可

　

愛

ら
し
く
畫

か
れ

て
あ
る
か

　

ら

だ
即
觀

者

が
サ
イ

ケ
の
噺

　

し
を
少

し

も

知
ら

な

い
で

も
、
畫

を
見

る
と
何

だ
か
神

秘

の
井
を

の
ぞ
き

込

む
如
く
其
中

に
自
分

の

精
神
靈

魂

の
影
像

が
、
目

に
寫

る
樣

な
氣

が
し
て
、
覺

え
ず
其
畫

の
由
來

が
解
つ

た

と
思

ふ
に
到

る
か
ら
で

あ
る
。

此
象
徴
的
人
物

は
、
先

づ
最

初

畫
と
し

て
考
へ
出

さ
れ

た

の
だ
、

即
畫

と
其

意
味

は
、
畫

筆

の
運

び
に

連



れ

て
、

共

に
同
時

に
だ
ん
だ
ん

出
來

て
來

た
と

も
云
へ

る
、
是
實

に
象
徴

と
比
喩

の
區

別

を
す

る
所
で

あ

つ
て
、
亦
繪
畫

の
範
圍

に
屬

す
る
も

の
と

其

以
外

の
も

の
と

の
差
違

も
此
所

に
在

る

の
で
あ

る
。

ワ
ッ
ツ

の
繪

を
通
覽

す

る
に
、
其

最

も
よ

い
の
は
畫

を
説
明
す

る
道
徳
觀

念
で

は
な
く

て
、
其
觀

念
を
體

し

て
繪
畫

的

に
顯
す
技

術

に
在

る
、
彼

は

決

し
て
創

作
的

の
思
想
家

で

は
な

い
、
感
ず

る
所
高
潔

に
し

て
、
畫
く

所

雄
偉

な
る
人
で
あ

つ
た
。
其
畫

筆

を
握

る
間

心
に
浮

ぶ

は
、
常

に
世
界

の

光
榮
、

人
間

の
光
榮

、
更

に
ま
た

、
此
等

よ
り

ず

つ
と

飛

ぬ
け
た

る
至
高

―
―
神

の
光
榮

ば

か
り
に
て
、
微
細

な
點

の
畫
き
方
等

が
、
其
奔

馬

の
樣

な

想
像

を
止
む

る
事
は

一
切
な
く

、
其
筆

は
縦
横

に
飛

び

て
、
精
麗
優
美
壮

嚴

、
綜

て
、御

手

の
も

の
だ

つ
た
、
彼

は
高
貴

と
富
裕
ば

か
り

で
出
來

て
居

る
極

樂

を
胸

中

に
畫

い
て
居
た

か
ら

、
其

が
冥

々

の
間

に
、
筆

端

に
迸

り

出

て
其
畫

の
色

と
云

ひ
形

と

云

ひ
氣

高

く

て
且
何

に
も
吝

つ
り
て
居
ら

ぬ
、
只
時

々
、
物

に
對

す
る
熱

烈
餘

り
て
、
其
物

の
機
微

な

る
美
を
認

む

る

に
遑

な
く
、
遂

に
眞

を
失

ひ
、
又

此
物
質

特

有

の
美
を

逃
し

て
し
ま

ふ

事

が
あ

る
、
兎

に
角

彼

の
畫

く
も

の
は
、
自
分

の
住

ん
で
居

る
此

世
で

あ

つ
た
、
實

に
吾

人

の
畫

家
に
豫
期

す

る
の
も
正

に
此
以
上

の
事
で

は
な

い

で
は
な

い
か
、
彼

が
此
感
情

此
思
想

に
て
、
其
畫

に
深

く
深
く

浸

み
込
ん

で
居

て
、
畫

の
美

し
き
個
所
で
燃

立
つ

て
居

る

の
だ
、
然
ら
ば
、
彼

が
澤

山

の
眞

面
目
な

る
人
士

の
間

に
、
斯
く

も
も
て

る
は
何

故

だ
ら

う
か
、
精

緻
申
分

な
き
技

術

に
て
、
傳
へ

た
ら
れ

る
ワ
ッ

ツ
の
感

激
性

が
作

中

に
靄

然
と
棚
曳

い
て
居

る
爲

で

は
な

か
ら
う
か
。

例

を
取

る
な
ら
ば
、
先

づ
愛

と
死
を
見

よ
彼

は
此
畫

を

「
現
代

に
向

ひ
て

な

し
た
る
最

も
鋭

き
説

明
」
と

云
ふ
て
居
る
が
實

に
然

り
だ
、
説
明

に
し

て
此
位
明
瞭

な

の
は
よ
も
有

る
ま

い
、
哲

理
を
説

い
た
も

の
で

は
な

い
、

公

理
を
説

い
た
も

の
だ
、
其
傳

へ
て
居

る
事

は

、
「愛

は
悲
觀

の
時

に
倚
掛

る

こ
と
も
出
來

る
し
、
進

ま
ん
と
す

る
時
後
押

し
に
も
な

る
」
と
云
へ

ば

充
分

だ

、
然
れ

ど
繪
畫

と

し
て
も
實

に
微
を
穿

つ
た
美

に
充

ち
て
線

は
優

し
く
、
構
圖

は
力
籠

り

て
且
單

純

に
出
來

て
居

る
、
更

に
有
名

な

る

「
希

望

」

や
「
幸

な

る
武

士
」
は
如
何

此
等

の
繪
畫

に
て

は
、
觀

念

は

丁
度

工

合
よ

く
、
テ
ザ
イ

ン

の
上

に
出

過
る

事

は
な
く
、
意

匠

も
亦
立
派

な
繪
畫

的

性
質
を
供

へ
て
居

る
、
此
中

に
は
、
彼
が
初
期

の
作

品

「
サ
イ

ケ
」

の

樣
に
。
畫

中

の
或

物
を
靈

化
す

る
如

き
概
念

は
少

し
も

見
え
な

い
、

し
か

し
、
進
ん
で
晩
年

の
作
で

、
も

つ
と

其
比
喩

の
明

瞭
な
も

の
を
觀

給

へ
、

「
マ
ン
モ
ン
」
等
其

一
例

だ
、
此
所

に
到

り

て
は
、
或

意
味

を
傳

へ
る
手

段
た

る
可
き
象
徴

主
義
其
物

が
目
的

と
な

つ
て
、
精

細
を

極

め
た
筆

緻
で

畫
き

出
さ
れ
て
あ

る
、
其

顯
し
方

も
、
視
覺

に
訴

へ
る
よ
り
も
寧

ろ
理
解

力

に
頼

る
と
云

ふ
風

だ
、
故

に
象
徴
主
義

も
此

に
到

つ
て
み
な
、
眼

に
迫

る
も

の
で
な

く
な

つ
て
、
解
剖

と
な
り
下
り
、
結

局
得

た
る
善
き
教

訓
を

一
所

に
忘
れ
ぬ
爲

に
畫

き
留

め
て
置

く

に
過
き
な
く

な

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

(
つ
ゞ
く
)


